
※本体，ランプ部等は通電中，及び通電直後しばらくは非常な高温になっていますので、火
傷や火災等の原因にならないよう十分注意してください。また集光部近くの空間も非常な
高温となりますので、同様な注意が必要です。

※ハロゲンランプの様な高圧封入のガラス製電球は破裂する危険がゼロではありません。も
し破裂すると７００℃を超えるような高温のガラス片が飛散することとなり、非常に危険で
す。この危険を回避するためには、もし破裂しても少なくとも人体等への危険が無いよう
な条件下（保護カバーの設置など）で御使用いただくとともに、可燃物は近づけないでく
ださい。また電源ラインには適切なＦＵＳＥを挿入してください。これは完全ではないも
のの、ランプの破裂をかなり抑制します。その他ランプヒータの取扱についてはハロゲン
ランプの一般的な取扱注意事項も参照してください。

※ハロゲンランプはその特性上、微量ながら人体に有害な紫外線も含まれます。長時間、高
照度での人体等への照射は注意が必要です。紫外線が特に問題になる用途では紫外線をカ
ットする方法は各種ありますので、ご相談下さい。

※ヒータは濡らさないで下さい。また安全の為に本体をアースしてください。電源には漏電
ブレーカを入れてください。通電前に絶縁抵抗試験（１０００ｖ）をしてください。

ＬＨＷ型ラインヒータ用のランプヒータとしては管径φ１０㎜のもの（／Ｈ１０仕様）とφ１８
（／Ｈ１８仕様）のものがあります。φ１０のもので有効ミラー長１ｃｍ当たり７０ｗ程度、最
大で１２０ｗ程度までの電力のランプが使用できます。φ１８のものですと有効ミラー長１ｃ
ｍあたり約２００ｗ程度までのランプが使えます。

使用するランプはご使用になるラインヒータ本体の仕様に適合するよう設計，製作した専
用ランプを必ずご使用ください。

ランプヒータは非常に壊れやすいものですので、取扱は慎重にお願いします。ランプの石
英ガラス管はランプ軸と直角方向の衝撃に弱いと言えます。それに対し、ランプの発光体
（フィラメント）はランプ軸方向の衝撃に弱いものです。点灯していない状態の衝撃はフ
ィラメントの断線につながり、点灯中の振動，衝撃はフィラメントを変形させ、いずれも
使用不能になります。

ラインヒータ本体の冷却

通常は水冷して使用します。空冷ユニットを付けて空冷にもできますが、どうしてもサイ
ズが大きな物になってしまいます。空冷ユニット付きの製品は弊社ＨＰの左メニュにある
「ライン集光型」→「ＬＨＡ－５５タイプ」をご参照ください。

水冷の場合の冷却水流量はランプ１ｋｗあたり約０．５Ｌ／ｍｉｎ．（毎分５００ｃｃ） です。この条件
で冷却水は約１０℃の温度上昇となります。

ミラー単位有効長あたりの平均パワーが小さい場合には冷却が必要でない場合もあります
が、強制冷却をされない場合、本体温度が１５０℃をこえない条件でご使用ください。

冷却水はφ６のナイロンチューブかウレタンチューブで接続します。長期間漏れる事なく
使用するにはチューブにインサートチューブを入れた方が安心です。



ＬＨＷは構造上、冷却水路は１台あたり２本あります。３ｋｗ程度までならば、これの片
側のみに水を流すだけで十分です。６ｋｗ程度までのヒータならば、２つの水路を直列に
折り返して使います。６ｋｗを超えるような大出力品の場合は２つの水路に並列に水を流
します。これらのためには供給水路を分岐していく必要がありますが、６ｋｗを超えるヒ
ータにはこの分岐用フィッティング（入φ８→出φ６×２本が２個）が付属します。

何らかの事故で冷却水が止まるとラインヒータが修復不能なほど焼けてしまう可能性があ
ります。そのため、冷却水が流れていることを常時監視するシステムとしてください。

冷却水の監視にはフロースイッチ又は圧力スイッチを使用してください。フロースイッチ
の方がより安全ですが、納期，コスト面で問題になる場合があります。圧力スイッチは入
手しやすいですが、穴詰まりに対しては異常と判断できません。

冷却水は水道水を使い捨てるのが一番簡単です。ただし水の浪費になります。小容量のも
のとか実験用等で短時間しか使わない場合は水道水の使い捨てがよいでしょうが、そうで
ない場合は水を循環使用する事になります。

これ用の装置（チラー）は市販されています。ただし多くのチラーはヒートポンプを使っ
て供給水温を常温以下まで下げるものです。しかしラインヒータの冷却には供給水温が５０
℃程度でも、それなりに流量を増やせば問題ありませんので、ヒートポンプを組み込まな
い構成のチラーでも使えます。

ヒータ① ヒータ②

ヒータが２台の場合

６０℃
以下

５０℃ ※３
以下 空冷式ラジエター

貯水槽 ※２ ヒータ総容量が例
えば１０ｋｗならば、

※１ ３００ｗ／℃以上の能
力を持たせる。

水中ポンプ 屋外設置が望まし
い。

水中ポンプの能力はヒータ総電力［ｋｗ］×１ ［Ｌ／ｍｉｎ．］程度で圧力は５０ｋＰａ以上。
冷却水は自動車用ロングライフクーラント使用。
冷却水流量は水道水使い捨ての場合の１．５倍以上流してください。

安全確認センサー

※１ 水槽水位 フロートスイッチ
※２ 水圧又は流水量 圧力スイッチ又はフロースイッチ
※３ 水温 バイメタル式スイッチ



冷却の設計は、ラインヒータ本体の発熱が供給電力の約１／３であると仮定して行っており
ます。しかし加熱対象物が大きく、また接近している場合には照り返しによるラインヒー
タ本体の発熱が大きくなります。このような場合には冷却能力を大きめに設定する必要が
あります。

大出力ランプの場合のランプシール部空冷

Ｈ１８仕様（ランプ径φ１８タイプ）の場合、本体の水冷に加えてランプ端部の空冷が必要に
なります。両端の端子ボックスの上面にφ４チューブの接続口がありますので、それに片
側約５～１０Ｌ／ｍｉｎ．のエアーを流してください。必要圧力は２０ｋＰａ程度ですので、エアー源
はコンプレッサーであれば全く問題はありませんし、コンプレッサーまで使わなくても電
磁ポンプでも大丈夫です。これらエアー源についての解説は弊社ＨＰの上段メニューにあ
る「エアー源」を参照してください。

直アドレス→ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｆｉｎｔｅｃｈ．ｃｏ．ｊｐ／ｓａｈ／ｐｏｍｐ．ｈｔｍｌ

ボックスのカバーを外すとφ４フィッティングからφ３の銅管がのび、先端がランプのシ
ール部中央部に向いています。もし何らかの原因で銅管の向きが変わってしまった場合に
は先細ペンチ等で向きを調整し、ランプシール部中央付近にエアーが吹きつけられる様に
調整してください。この際、銅管がつぶれない様に注意してください。

ミラー面はラインヒータ本体を構成するアルミ素材そのものを鏡面研磨して使う標準仕様
品と、それに金メッキしたもの（オプション仕様）があります。

上図の通り金メッキミラーはハロゲンランプの放射特性に対し最もよい反射率を示します
し、耐久性も良好です。アルミミラーとの差は約１０％です。そのため、金メッキにすれば
アルミミラーよりもミラーの光吸収は少ないので、ミラーの発熱も少なくなります。
それ以外にも可視光短波長域の反射率が低いので、アルミミラーに比べまぶしさが軽減す
るのもメリットかもしれません。紫外線もかなり吸収してくれますが、これは半減程度で
すのでＵＶカットとまでは言えません。ほぼ完全にＵＶをカットするにはハロゲンランプ
のバルブにＵＶカット石英管を使用します。



①両側の端子ボックスのフタを外します。通常はＭ４ネジ１本を外すだけでフタは外れます。
前面ガラス付きの機種では前面ガラスも取り外して下さい。

②断線したランプを取り外します。リード線の端子を止めているＭ４ネジをプラスドライバー
で外してください。ドライバーの先端形状がネジ頭にうまく適合していないとネジを痛め
ることがあります。

次にランプ固定金具をプラスドライバーでゆるめ、金具を下側（ミラー開口側）いっぱいに
ずらせます。そしてここで軽く仮固定しておいてください。

次に片側のランプリード線をランプ軸方向に伸ばします。そして反対側のリード線をひっ
ぱり、ランプを抜き取ります。このとき、ランプが引っかかる事がありますが、無理に引
っ張ったりせず、丁寧に抜き取って下さい。

③新しいランプを取り付けます。ランプのガラス部には素手で触れない様にしてください。
見えないような汚れでも、点灯すると発煙の原因になります。ランプが汚れている可能性
があれば、アルコールを少し含ませたティッシュペーパー等できれいに拭き取ってくださ
い。そしてリード線の片側をランプ軸方向にまっすぐに形を整えてください。

次にラインヒータ本体のランプ穴にランプを通して行ってください。この場合、さきほど
まっすぐに成形したリードの方から挿入していってください。

ランプの向きはランプ中央にある排気口跡（ヘソ）がミラー開口側を向くようにしてくだ
さい。

挿入途中でひっかかる事もあるでしょうが、向き
や回転方向の調節で回避しながら丁寧に挿入して
いってください。

ヘソが違う方向にあるとミラーに接触してミラー
を傷つけたり、ヘソの部分が割れてガスが漏れ、
ランプが使用不能になる場合があります。必ずヘ
ソはミラー開口側にくるように調整してください。

穴を通過させる時にヘソが通らない場合などは向
きを１８０°回して通せば通過できる場合もあり
ます。

それでも通過できない場合はランプ固定金具を完
全に外してから通過させてください。

穴を通過したら、ランプの向きを早めに元に戻してください。特にヘソの位置が不適正な
ままで作業を進めますと前記した問題（ランプ破損やミラーの傷）が発生します。

次にランプ固定金具のＭ３ネジをプラスドライバーでゆるめ、固定金具をランプに強く押し
つけて固定します。このとき、ランプ位置が左右対称になるように調整してから固定して
ください。シール部（平たく成形したガラス管端部）は垂直です。固定金具が傾かない様



にも注意してください。

④端子板に無理なく固定できるようにランプのリード線の形を整えます。つまり手を離して
も、ほぼ端子板の端子取付ネジ部にランプリードの端子がある様にリードを曲げて調節し
ます。

そして端子板用のＭ４ネジ（プラスネジ。真鍮にニッケルメッキ品）でランプのリード線端子
を固定します。このときスプリングワッシャと平ワッシャ（真鍮にニッケルメッキ品）を
使用してください。

接触不良がないよう、ネジは適正なプラスドライバーでしっかりと締めつけてください。

端子は外側にむかないよう、少し内側に向いた状態で固定してください。外側に向いてい
ると、端子部カバーを付けたときに、これとの絶縁距離が短くなる危険があります。また
端子が回転するとランプリードが引っ張られてランプが破損することもありますので、端
子をしっかり持って動かないようにした上でネジを締めつけてください。



⑤もう一度ランプの左右位置バランスをチェックし、またリード線や端子がカバーなどに異
常接近しないか確認してください。もし接近しそうであれば、正常な位置，形状に直して
ください。

⑥端子部カバーを取り付けてください。ミラー上面側の板に付いているＭ３ネジ部にカバー
の位置決め穴を通し、その後、Ｍ４ネジで側面板に固定してください。

⑦ランプが取付できたら、その状態でミラー開口部を上に向け、近くに可燃性のものがない
ことなど安全を確認した上で、定格電圧で約１分間点灯します。これはランプはきれいに
したつもりでも多少の汚れが残っている場合が多く、そのためその残留汚れを高温で燃や
してしまうためです。

ミラー開口部を上に向けるのは煙の排出を促進するためです。ミラーの向きを上向きにす
ることが困難な場合は、この通りにする必要はありません。ただし煙がミラー内に長く留
まるとミラーが汚れますので、風を送るなどして煙の排出を促進してください。

１分間程度の点灯であれば、水冷はかならずしも必要ありません。ただし１分間を超えて
の点灯にならない様ご注意ください。安全の為には水冷をしておいた方がよいです。

汚れが燃えると発煙するのが確認できますが、通常ならば１分間程度でおさまります。発
煙が多いとその煙でミラーが汚れる場合がありますので、消灯して冷却させてからもう一
度ミラー面をきれいに拭いてください。

前面ガラスが標準で付いている機種の場合、ここで前面ガラスを取り付けます。

まず前面ガラスをきれいに拭いてください。そしてそれをラインヒータの所定の位置に正
確に置き、セロテープで仮固定（取付金具の場所は避ける）してください。

次にガラス取付金具でガラスを固定していきます。金具の板バネでガラスを押さえつける
ように取り付けます。ここでもセロテープで金具を仮固定しておくと作業が楽です。そし
てそれをＭ３コネジ＋スプリングワッシャで固定していきます。

全ての固定が終われば、仮固定用のセロテープを剥がし、糊が付着していればアルコール
をティッシュペーパにつけ、きれいに拭きとります。

被加熱物からの蒸発物質（煙）などによりミラー面やランプヒータが汚れるのを防ぐため
に、ラインヒータと被加熱物との間にガラス板を配置する事をお勧めします。ガラス板は
ラインヒータ本体に固定する様にもできますが（オプション）ラインヒータを設置される
設備に適した簡単な取付方法にしておきますと頻繁に拭き取りや交換ができます。

ラインヒータの前面ガラスとして使えるガラス材質は

①低膨張の硼珪酸ガラス→商品名はパイレックス又はテンパックス
②透明の結晶化ガラス→商品名はネオセラム又はパイロセラム
③石英ガラス

です。大部分の用途では①で耐えますが、ご使用条件等によっては割れる事があります。
その場合には②又は③に変更します。②，③であれば割れた事例はありません。これでも
割れる様ならばガラス自身の耐熱問題ではなく、取付金具などが不適正な為に無理な力が
加わっているものと考えられます。



ガラス板以外の保護方法としてはエアーカーテンで遮る方法もあります。ガラス板を使う
場合でも、エアーを流して煙などがミラー内部に侵入するのを防ぐ方法もあります（エア
ーパージ）。

通常は上面（ミラー開口側と反対側の面）にあるＭ６ネジを使って固定してください。

新たな取付ネジ穴を開ける場合は冷却水路との間に５㎜以上の距離をとってください。こ
の距離が短いと、長期間使用した場合にアルミの腐食に伴う亀裂などで水漏れを引き起こ
す危険があります。また、ミラー面には貫通しないよう注意してください。

金メッキミラーの場合、新たなネジ穴加工を行うと、金メッキが部分的にはがれる事があ
ります。ただしそれで使えなくなるというわけでもありません。

ラインヒータが固定されれば、電気配線します。ラインヒータ近くは１００℃近い高温にな
りますので、少なくともその周辺は耐熱電線を使う必要があります。耐熱電線の種類とし
てはガラス編組シリコンゴム電線（日星電気のＲＳ－ＧＥなど）をお勧めします。

金メッキミラーの場合、メッキが損傷すると再生できず再メッキしか方法がありません。
従って金メッキミラーの場合は「５．ラインヒータの汚染防止について」を参照していた
だき、絶対に汚れない状況でご使用ください。金メッキ無しのアルミ研磨ミラーの場合、
ユーザー様サイドでも再研磨は可能です。日本磨料工業（株）の「ピカール」等をティッ
シュペーパーなどの柔らかい紙か布に付けて擦り、その後研磨剤を完全に除去してくださ
い。その場合、ランプや配線は取り外してから作業してください。

ハロゲンランプはその特性上、電源投入瞬時に定格電流の５～７倍に達する突入電流が流
れます。これはランプにとっても寿命を縮める要因になりますし、電源側にとっても大き
な電圧変動の元になります。

これを避けるために、特に大出力ラインヒータの電源としてはスロースタート付きの電源
を使うか、又は定電流制御としてください。

電源については弊社ＨＰの上段メニュの「光加熱用電源」を参照してください。
（直アドレス ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｆｉｎｔｅｃｈ．ｃｏ．ｊｐ／ｓａｈ／ｑｉｒ－ｐｏｗｅｒｕｎｉｔ．ｈｔｍ ）

スロースタートの立ち上がり時間の設定は、突入電流が定格の２倍以下におさまるように
するのが適当と思います。

また電源には漏電ブレーカと即断ＦＵＳＥを必ず入れてください。また電源投入前には絶
縁抵抗（対アース）を測定し、５００ＭΩ以上を確認してください。

ラインヒータ本体は特に点灯方向の制限はありません。しかしこれに使用しているハロゲ
ンランプヒータは多くの場合、水平点灯が原則になります。水平とは０±５°程度と考え
てください。

この制限は棒状ハロゲンランプの発光体（フィラメント）の支持構造によります。水平点
灯ができない場合はフィラメントの支持具を石英管に固定することにより対応できます。
これはランプ作り込みの段階で行いますので、特注でご用命頂くことになります。



ご使用環境ですが、極端な高湿度や腐食性の雰囲気ではラインヒータの寿命を縮めます。
特にラインヒータ本体はアルミ製ですので高湿度で腐食性雰囲気は避けるべきです。どう
してもこのような雰囲気で使われる場合には耐熱ガラス等で包み込み、外部からラインヒ
ータで加熱する方法をご検討ください。

ラインヒータを真空中で使われる場合は水冷式ならば特に問題はありません。ただし低真
空域で絶縁耐圧が低下する現象がありますので、できるだけ低電圧のランプを使用し、通
電するのは高真空に達してからとしてください。

ご使用になる真空度によっては、付属のフィッティングでは能力的に不足する場合もあり
ますので、そのような場合には、その真空度に適したフィッティングに交換して下さい。
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